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編集⻑︓加⽣健太朗

本業はSlow Innovation㈱
クロスセクターによるまちづくりプログラム
「つなげる30⼈」を渋⾕区をはじめ全国8拠点
（横浜・名古屋・京都・広島・町⽥・⻑野・敦賀）で展開。
その他、富⼭県、千代⽥区等のまちづくりプログラム監修も担当。

プランナー︓古川はる⾹

本業はライター。
ササハタハツエリアの様々な
活動の情報発信や
「つながり」創出を担う。

インテグレーター︓福⽥晶⼦

NPO事務局スタッフ。
サイト構築やSNS関連を中⼼に
UIやPV向上に務める。



プロジェクト概要
• 2019年度に創刊された、ササハタハツ地域密着WEBメディア

• 今年度の⽀援を受け、改めて思い⽴ったのは、
「⾃分たちで取材し、記事を書いて発信する媒体」ではなく、
「ササハタハツを愛する⽅々の発信や交流のオンラインプラットフォーム」でありたい。

• そのプラットフォームを通じ、新たなつながりを創出し、エリアの魅⼒創造・課題解決に貢
献していく事がビジョンです。

• 今年度は、今後の活動の実証実験と位置づけ、
1. ローカルイベントの取材・広報⽀援
2. 対話の場作り（「渋⾕のラジオ」／「⽔道道路勉強会」等）
3. ローカルスターの発信の場作り（寄稿企画）

• を⾏ってきました。



(1)ローカルイベントの取材・広報⽀援
• SNS（facebook/Twitter/Instagram）と連携しながら、
発信を⽀援してきました。
•スタッフは取材・記事化はせず、「市⺠ライター」を募り、お
願いしました。

•例
• 初台まちづくり協議会主催の講座
• 渋⾕どこでも運動場プロジェクト
• 映画上映会企画



(2)対話の場作り_1
•「渋⾕のラジオ」
• 毎⽉第⼀⽕曜⽇15-16時の「渋⾕商店部 幡ヶ⾕・笹塚ブロック」に
てレギュラー枠でナビゲーターを担当
• 2021/1⽉からスタート。
• まちラボプロジェクトリーダーや、クリエイター等をゲストに招く。



(2)対話の場作り_2

•「オンライン座談会」や「オンライン勉強会」
• ⾏政職員や地元の⽅を交え、⽔道道路活⽤を始め、様々なテーマに関
するオンラインアンケートや、勉強会を実施。



(3)ローカルスターの発信の場作り
•実験的に「つながる菜園」プロジェクトの佐々⽊さんからの寄
稿連載中。



参考）アクセス数
• 2021/9/1〜2022/3/13の間に5,077⼈が9,543ページを閲覧

•⼈気記事トップ５
• 1)こども⾷堂「渋⾕区おばさん」 541pv
• 2)かんてんぱぱ 459pv
• 3)2020年度「第1回ササハタハツ会議」レポート 432pv
• 4)⻑⾕部区⻑ 305pv
• 5)【ぶらっとササハタハツ散歩Vol.1】京王線の歴史 281pv



都市の未来をつくるのは、
人のつながり。

新しい地域経済プラットフォーム

「原宿 if space」の運用実験を

フューチャーセッションズが開始

̶̶ ̶ それを証明するプロジェクト。

「渋谷をつなげる 30人」プロジェクトは、渋谷区の総合政

策「ちがいを ちからに 変える街。渋谷区」で掲げる 20年

後の渋谷区の未来像を実現するために、渋谷区の企業・

行政・NPO・市民の 30名が参加し、連携して「つながり」

を深めながら、課題達成のためのビジネス活動を約半年

かけて立案・実行する、まちづくりプロジェクトです。

　イノベーションファシリテーターは、多様なステー

クホルダーの集合知を引き出し、主体的な変化のムー

ブメントを起こす、新たなリーダーシップの形です。

　if space は、1人のイノベーションファシリテーター

が、5人くらいから、多くは100人以上の参加者を招

き入れ、様々なスタイルで対話し、アイデアを出し、参

加者の主体性を引き出しながらプロジェクトを進める

ための専用空間です。簡単に移動できる椅子と机、

ボードがあり、ペアでの対話、ワールドカフェ、フィッ

シュボウル、一つのサークルになって話すなど、あら

ゆる対話の方法論に沿って、部屋のレイアウトを縦横

無尽に動かして対話を進められます。

　イノベーションファシリテーターは、想いを引き出

し、その先にある未来の兆しや、ファクトとしてのオー

プンデータを収集・可視化し、問題の本質を明らか

にします。そこから、今まで解けなかった課題を「独

i f  space  （=　　　　　　 ）は
「もし_____ だったら？」という、多様な問いが集まる空間

if (= innovation facilitator)  が
対話と協働の場を持つための、最高に使いやすい空間

自の視点の（前向きな）問い」に変換し、ステークホル

ダーを広げて招き入れ、対話を深めます。そして未来シ

ナリオを描き、バックキャスティングすることで、変化を

起こすビジネスアイデアを生み出します。最後には、そ

れを社会実装すると同時に、自社がその新価値を創出

できる組織になるための変革を仕掛けます。

　渋谷をつなげる30人では、企業・行政・NPOから

参加したメンバーたちが、渋谷の未来像を実現するた

めの課題を再定義し、自組織のビジネス活動で達成し

ていきます。

たとえば、セコムの組織変革、キユーピーの CSR を推進

するビジネスパーソン、渋谷区の経営企画で総合政策をつ

くる行政マン、NPO や起業家支援で有名な ETIC やサー

ビスグラント、そしてマイクロソフトの地方創生担当部長。

こんな多様性あるチームで「渋谷区の子どもの未来」をつ

くるビジネス活動を考えたら、何が生まれるでしょうか？

　if space は、ここに行けばソリューションがある

という場所ではなく、ここに行くと「多様な人のも

つ想いや問題意識 」が溢れている場所です。めざ

すところは、誰もが持っている不満や、叶わぬとあ

きらめていた願いを持ち寄ることで、前向きな「問

い」（問いかけ）に変換し、みんなで協力しあって

行動を起こしていける関係性を生み出す場所です。
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渋谷区神宮前 1-14-29 事務所棟 2F (NTT 都市開発クリエイティブスペース内 ) 
アクセス : JR 原宿駅 表参道口 徒歩 30 秒

原宿 if space
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⽮澤修さん

■経営コンサルタント
■クラファンサイトの

公式キュレーター
■ササハタハツエリア
でキッズ向け事業創業

須⽥直樹さん

■⼀級建築⼠
■豊富なササハタハツ内の
クリエイターネットワーク

■シブヤ科ファシリテーター

新しいパートナーとの出会い



5年後を⾒据えた構想
• 1年後

• 寄稿者や市⺠ライターを5〜10名に。特にキッズライター育成事業に注⼒。
• 「渋⾕をつなげる30⼈」発の企画である⽔道道路／都営住宅空きスペース等
の利活⽤検討過程の発信を⾏います。

• 3年後
• 新聞主催で「ササハタハツをつなげる30⼈」の実施。
• 固定化しがちな「まちづくりプレーヤー」に継続的に新規参⼊を促し、コ
ミュニティを拡げていきます。

• 5年後
• ⽔道道路沿いの賑わい創出のサポート
• 都区連携実績の、都内他⾃治体への横展開



2022/4以降の活動
基本、Slow Innovation株式会社の事業として位置付ける予定。

1. ⽔道道路沿い活性化プロジェクトの企画・取材・発信

2. 外部とのコラボ
• キッズライターの育成・発表の場提供 → GW明けから動き出します。
• シブヤ科との連携

3. クラファンによるファンコミュニティー形成
• クラウドファンディング実施により、ササハタハツのファンコミュニティの
形成と拡⼤を⾏っていく。

• 主にサーバ代の負担やライターへの謝礼を賄います。
• クラファン参加者は、様々なテーマの「オンライン座談会」に参加できる。
• その延⻑に、「ササハタハツをつなげる30⼈」を位置づけます。


